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ぽ知錄'"、い

.書 評

への道要な手がかりとして，永;ょの御研究からスミス 

のホ民社会体系を有力な媒項'あることを示唆され 

た。そして.おそらく，, X ミスならんでリストも問遊 

となるであろう， しかしわたくしは，と,うしたプルク 

ス . スミス ‘ ヴュ-"バーの問題とならんで , マルタ. 

ス ，カクツキ' - . ヴェ一バュ，あるいは新カント派と 

の151)迪から，マノレクス. ベルンシュタイン. ヴ; - バ

あるいはロ^ ザ ，レーニ ヴ: という路

線も考えられるであろう. またルカ一チなどは，と‘う 

いう関^^^にあるのであろう力、。 われわれはいま,*厂マ 

ルクス/ ヴェ一バーPロき題J は，19m-紀未から今世紀初 

頭，さらに第1 次世界大缺に至る革命と動乱のながで 

活動したヴニーパ~の同時代の思想と行跡を意識しつ 

つ, 研究に i りくむべき段階に到违したように思われ 

る。現代という時代が，これを要求しているといえば, 

言いすぎであろう力、。

以上で，本書にたいする紹介は終るが，最後に，古 

稀も超えられてなお年のような熱情を秘められる高 

鳥先生に•敬意を表したい。先生は覚;L ておられないと 

思うが，昭和45年頃だったと思う。関東学院大学で， 

経済学史学会関東部会（リカードゥ派社会主義がチ- マで 

あり，先生も，トムソンの婦人論にf33速してl̂ w された〉が 

開力、れた折に, 清水嘉治氏の御紹介で，はじめて先生 

におめにがか;5後会をえた。会が終って，どJ；かの料 

享でのくつろいだ雰囲気だったためか,自己紹介の席 

で私は，甚だ潜越にも， r高鳥先生の社会科学入門J 

に優るとも劣らぬ社会科学方法論を将来書くつもりで 

すJ とついロをすべらしてしまった。小林昇教授が, 

「では , わたくしたちが証人になりましょうJ と，に 

こやかに言ゎれた* ギれから.5 年以上も経つのに私 

は, ® 学やイギ9 ス社会運動思想や日本経済学史の研 

'先や購義に追われて，「ブルクス/ ヴ;C一 バー問題」 

については，何もしていない。大塚教授と同じく，研 

究者として致命的ともいうべき肉体的欠陥を克服され 

た?み1岛先生の前に，私は!*J心极泥たるものを感じてい 

る バ 、つの日力、，この間題につ1̂、て，先メ-1̂の学問的な 

御労作をうけつぐ著作を成しとげることができるであ 

ろうか-

(1975イJニ7月, 紀か屋勘お発行, A 5判，366貝, 2400FJ) 

飯 由 鼎 （経済学部教授）

奥 村 宏 著

『法 人 資 本 主 葬 の 機 造

— 日本の株式所有 -̂- 』

現代资本主義のもとで, dl5業体制は，ーガにおける 

独 tin ヒ進賊と，他方で'金融諸炒とめ関連を中核と 

して, それ以前の释隙I'こ比しt 大きな变貌をとげてき 

た。とのことは，近代採式会社の機能，とくに資本調 

'達や企業支配0^5}について，0 とに指摘されてきたと 

ころであった。そめ典型は, バーリ， ミ ン ズ の 『近 

代棵式会社と私的所有J によふて経営者支配，論として 

具体化された。株式所有め分散による少数株武所有者 

の会おま配の後退と中☆的経営者の5!̂配なるシェーマ . 

は，現代資本主義のもとでの: 衆分析の^ウの重要な 

典抛とされてきたものである。「所有と経営の分離」な 

る仮説も同様の役割を果た.してきたといってよいや'あ 

，ろう。これが，さらには懒 老 料 J 論としズ, t i： 

戦イデオロギ一の一端を担うことにも;^りたのである。

しかしバ一リ， ミ一シズ以来の仮説は,第 2 ★大戦 

後におけン株式所有における機お投資家（i旧tUutiOrtal 

investor)の比重の増大とんsう填突の前に再跨討を余儀 

なくされるにいたった，こめことは，こと米国に限っ 

たととではなく，高族成長期のわが周においても,次第 

に顕著なものとなり，近年,各方M 力'、らその検討力’、進め 

られるに•至？ている。本書は，とうL た街景の中から， 

従来の仮説に鋭く切り込んで，独自の仮説の定立を意 

図した，野心的労作というべきだろう，箸者I I 村氏は， 

従来より，株式所有描造K1分析を加えられて「法人化 

現象J なる総;^的特徴づけを主張され，それを，資本 

主義の構成そのものにかかわる問題として把握される 

ことによって，法人資’本主義なる概念を措定される々

本書は全4編からなる。第 1編株式所有の分散と集 

中"一 ~̂歴史分析では，戦前の財閥を中心とした持株会 

社による資木所有の展0r1と解体*その後の枕式所有の 

分散と染中め過館が，財閥の再編成としての企業後別 

と，独立巨大企業の方に即して分析される。第 2縮 ■ 

法人所有構造は,採式所有の法人化現象という著老 

の腐走の樊辄的分析で, そこから, 相互持合V、なる枕 

式法人所有の爽態を明らがにされる0 第 3編株式相冗 

掠合いでは, 相 :5：持合ぺめ必然的組向とその矛巧が， 

それぞれの企業染旧および*個训企業に即して分析さ 

れ，日本的「経営き支配J の実態が解明される。第 4 

編法人資本虫義'め構造では，第’1 ~ 3 ■の分析の成ミ
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jr,レ.v>!； A . -"VレれXを 嗽 を .ほほあ: > *vょス?*,3 *.«*r-.??ASjj5?^Qr J；

r三田学会# 誌J 69卷 1号 (1976if.l月〉

を, 具体的に株式所おをもたらす，枕式の取引関係に 

お口して法人資本主義の矛.盾として総括しようとする。

著者によれ■ぱ, 法人資本主義は,現代資本主鋒に共 

通した現象セあり, 資本主義の発展の方.向をも示す 

のであるが，しかし米国にみるごとく,それは機関 

投資家としての銀行の信託業務を逾じてのほ太産業企 

業との関連と支配と'/、う形態をとるものでなく ♦ した 

がって，法人資本主義が各国的特長を有するものであ 

るととを確認する必要がある, ということになるV こ 

の点で,日木における単fc企業集0 内部においてのみ 

ならず,孰立巨大企業においても共通した現象として 

の株式相互持合いなる現象が，法人資本主義の日本に ' 

おける展開の中心におかれ，それとの関速で，IE券市 

場 0 独特な問題性を浮び上がらせようとされる。著者 

は，まずこれを,厘史分析を通じて明雄にされようと 

する。そこから，戦前において,財閥本社の持株関係 

を通じでの支配のなかに相互^#合い镇向が顕著にみら 

れたことを指摘されている。 しかし，この傾向がより 

明確になるのは, 戦後，財閥解体等によって，戦前の 

生産力を支えた資本所有関係の混乱した状態を独占禁 

止法の改E とともに安定化しようとしたところにある 

とされるb 例えば，相互持仓いへの契機は，旧財閥的 

企業镇団ヵV 外部からの株式の買占めに対抗して取っ 

セ措置であるとする。 ， ‘

*奥村氏によると，昭和30年代以降展開される,系列 

.融資—一宫崎義氏の系列ワンセット仮説-—-仮説ほ, 

それが, 機能面をみ論譲である眼り、 ■実の誤認に 

もとづくものとし，戦後の株式所有の混乱とそれへの 

相互持合い等-による対応から, 金嵐機関，とくに都市 

ポ行の株式所有関係をS 礎に展開されるものだとして 

いる。そし't :このさい，信託銀行名儀の株式を算入す 

る宫崎戌の所説を批判され,投資信託による株式所有 

をのぞいてなお,特長的株式所有構造が形成されたと 

いわれる。もともと利回りの低い株式所有に銀行をか 

りたてるものはなにか，この銀行行動の合理性☆欠く 

侧面こそが，戦後日本め法人所有の構造を如実に物語 

ゥ••〔いる

本書は上記のような視点から，従来日本における金 

融溝造の媒走耍因であったと考えられる蓋:本的関係に 

たいして, いくつかの批判的視点を提示している。前 

述 の 「系列趣資J もその--つであるが，いま-"つ*資  

金偏在論についても，興味深い分析が加えられている 

(87?(以下)。そこでは，箸者 ■̂こi 資金偏在が，都市銀 

行の資金力の低下を前抛に主張された点から,この资

金力のM 下をもたらした原因を,系列融資による支配 

から株式所有に<}^るま配へ視点を移して検討するよう 

迫っている。すなわち, 企業集団による外延的膨張‘や， 

系列化が，融資 1̂ 1よってなされるには般界があるので 

ありて, それが；円環的相互持合いによってなされて 

いおとする0 であ•る。

さらに，石油シg ック以来批判の对象とされてきた 

総合商社についても，総合商社斜陽論のもったま実認 

識の不十分さをつV、て，商社金触の展開基盤を商社Vこ 

よる株式所有，特合い関係の展開のなかに求みられよ 

うしている。そして，辦業兼営持株会社の方向を進 

める商社と* ，独攀法第10条め想定との関連を明らかに 

し, 独占參止法り間遊点をするどく東ぐり出しガいる。 

総合商社批判が昨4% 31論的にも，運動的にもゆきづ 

まりを見せているとき，著者が提出された祝点は，現 

代企業体制の原点からの理論の再構築を求めろものと 

なっているように思われる。

, ..■ - . ■ ■ ' ■ ；. ‘

本書は，上述のように広範な現象を法人齋本主義な 

いし法人イ匕現象なる辨点かb きわめて論理的に整理 

し現代資本主義の体制的特長を明確に示している。 

同時に,従来, 当該問題にかんする理論展の☆脚した 

方法,’ とくに株式会社論がとったガ法に， 定の反省 

を提起している点を爱過するこどはできない。著者が, 

機能論的接近.とぎ体的把握との関連として明らかにし. 

前者がら後者へとと、う従来の方法の欠略を指摘しても、 

る点* それは明白である。とれを株式会社論についで 

レ、えぱ，株式会社におけるニ'ゥ の 「本質J,資本举中と 

支配集中とがS もっぱぐ機能論的に把握されてきてい. 

る現状に一走の批判を挺起したことは，本書の重要な 

貢献の-^つと考えてよいだろう。:著者が,.株式所有関 

係，換言すれぱ，資本所有関係9 具体像にのっとって, 

法人資本主義なる総括的概念を措定された'ととは，今 

後の株式会社論一つの方向を指示すろことになるの 

ではなかろうか。このことから，著者による経営者;^. 

配論, 相；5：持合いによる相S ま配,の理論的な深化をま 

待したいところである。 ：

また，現代資本主義のもとでの支配的資本が，依然 

として金融資本であることが，'株式所有関係の解明を 

通じて論走さるべきこと，いな論走されうるととを示 

唆 ‘している点，大い典感するととろである。

：' (FI 本評織 , 1975ゴP, A 5 判，：266頁）

飯 田 裕 康 済 学 部 教 授 ）
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